
月日 曜日 事　　　業　　　名 内　　　容

2.27 木 料理教室～東北地方の郷土料理～ 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：14名

2.28 金 お菓子教室～おいりづくり～ 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：5名

3.3 火 家庭菜園教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：10名

3.4 水 春野菜作り教室 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者8名　

3.5 木 鹿野財産区議会 鹿野町総合支所

3.8 日 資源ごみ回収 勝谷地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：28名

3.9 月 しゃんしゃん体操教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：11名

鹿野学園　第２回卒業式 鹿野学園　王舎城学舎

手作りおもちゃの会 勝谷地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：32名

健康マージャン 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：8名

おとなのお菓子作り 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者11名　

3.13 金 機能改善健康教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：8名

こじか園卒園式 こじか園

吹き矢チャレンジ大会 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：4名

3.24 火 健康マージャン 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：8名

4.6 月 こじか園　入園式 こじか園

4.7 火 鹿野学園　入学舎式 鹿野学園　王舎城学舎

4.8 水 鹿野学園　入学式 鹿野学園　流沙川学舎

月日 曜日 事　　　業　　　名 内　　　容

6.8 月 しゃんしゃん体操教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

6.12 金 機能改善健康教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

6.15 月 あじさいの挿し木 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　

6.21 日 防犯世代間交流カローリング大会 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

6.26 金 ３Ｂ体操教室 勝谷地区コミュニティ施設（体育館）（主催：勝谷地区公民館） 

7.2 木 七夕の集い こじか園　（主催：小鷲河地区公民館）　　　　　　　　　　　　

7.9 木 女性研修会 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　

7.10 金 機能改善健康教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

7.13 月 しゃんしゃん体操教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

令和２年５月 　地域振興会議　　経過報告　　　　 （R2.5.28）

今後の予定

3.10 火

3.23 月
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月日 曜日 事　　　業　　　名 内　　　容

7.14 火 手芸教室① 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　

手芸教室② 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　

ポーセラート 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

7.25 土 勝谷元気納涼祭 勝谷地区コミュニティ施設（主催：勝谷地区公民館） 

城山・旧鹿野小学校校庭清掃
＆子ども会ボランティア花植え

城山・旧鹿野小学校〔鹿野地区コミュニティ施設〕(主催：鹿野地区公民館）

じげの川で遊ぼう
小鷲河地区コミュニティ施設・かじかの里公園
（主催：小鷲河地区公民館）

【新型コロナウィルス感染症による中止・延期行事】

○鳥取市西部地域交流駅伝大会　　(中止)

○鷲峰登山　(秋に延期)

○城下町しかのぶらりハスウォーク　(中止)

○鹿野ふるさとミュージカル　(中止)

7.26 日

7.17 金
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（ 鳥取県鳥取市） 関係人とのつながりから生まれる未来構想プロジェクト
R元関係人口モデル事業
関係創出型

山あいの「鹿野町」では、城下町の街並
み活用や市民ミュージカルなどの芸術活
動に住民主体で取り組んできているが、
担い手不足による活力の低下が危惧

都市部の人材や大学生が鹿野町に滞
在し、協働で活動する

他地域での地域団体の育成・体制強
化のモデル（ 具体事例） となる

関係人口と地域住民との協働事業とし
て、アーティストインレジデンスや果樹農
業などの収益事業による「持続可能な
まちづくり」を目指す

NPOが空き家をリノベーションして、関係人口の仕事や制作の場となる交流滞在施設を２所10室開設。
期間中20名が滞在し、芸術祭のPRや演劇祭の運営などの協働実践活動に参加し、９割が「継続して関わりを持ちた
い」意向を示す。大阪国際大学も「果樹の里山事業」における課題・提案について引き続き関与。
事業参加者のうち１名が首都圏との間での二拠点活動、１名が移住を決定。

地域における活発な芸術活動の実績を活かしたアーティスト等との協働実践活動や、これまでの地域団体と大学と
の連携を活かした学生による里山事業など、外部視点のユニークな発想を導入しながら、地元で活動する人とのつ
ながりを創出。

つながり・関わりの仕組み（ 機会・場）

•アーティスト、フリーランス
 受入実績や素地がある

•大阪国際大学
 NPOと連携協定を結び活
性化に取組んでいる

•アーティスト
•フリーランス（ 映像系・情報系
など）

•学生（ 芸術系）
•鹿野町に関心がある人
•大阪国際大学生・教員

主なターゲット

実際の参加者

•鳥取市鹿野町総合支所
• NPO法人いんしゅう鹿野まちづ
くり協議会

•鹿野町河内果樹の里山協議
会などの団体・事業協働者

•事業アドバイザー６名

鳥取市 募集・アプローチ
• 東京・大阪で公募説明会「鹿野とあなたが出会う場」
• 東京での交流イベント「とっとりカフェ・とっとりナイト」
• アドバイザーのネットワークの活用

地域側の受入主体

滞在の
調整・支援、
協働実践活動
など • 「鹿野とつながるプロジェクト」： 芸術祭や演劇祭

などでの協働実践活動を展開
• 「果樹の里山事業」： 大学生と地元住民が協働し
て「鹿野河内秋の里山ツアー」を運営

•シンポジウム「地域と人がつながるを鹿野から考え
る」の開催 など

交流滞在施
設の整備

映像制作、
作品発表、
出店、
情報発信、
企画運営

など

取組の
概要

事業の
背景・目的

※関係人…アーティスト、フリーランス等
地域課題 関係人口に期待する役割 目標（ 地域の理想の姿）

主な成果
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令和２年度 重点・強化施策及び懸案事項 

支所名 鹿野町総合支所 支所長名 米田 洋子 

【最重点・強化施策】 

 高速交通ネットワーク開通メリットを活かした地域振興・移住定住の推進 

（現況・課題） 

令和元年、鳥取西道路の全線開通、道の駅「気楽里」のオープンにより、人の流れ、モノの流れが活

発になるなか、鹿野地域においては新たに事業所が進出するなどさらなる発展の兆しがみられる。高速

交通ネットワーク開通のメリットを着実に地域振興・移住定住に繋いでいくため、あらゆる地域資源の

一層の磨き上げに努め、土・湯・歴史・文化・人のかおりが豊かに漂う「四季薫るまち鹿野」づくりを

推進する。 

（具体的な取り組み） 

① 土・湯の薫る地域づくりの推進 

・温泉資源を活用した企業誘致(次世代型園芸施設整備)促進 

【農政企画課・企業立地・支援課と連携したイチゴ栽培実証実験・誘致企業対応等】

・河内果樹の里山プロジェクト支援(遊休農地を活用した交流拠点創出等)

   【中山間地域遊休施設活用支援事業4,558千円 旧河内生活改善センター改修等】 

  ・市民との協働による花街道等形成促進

【西日本最大級のハスの里づくり事業等(地域活性化推進事業);540千円】 

 ② 歴史・文化の薫る地域づくりの推進 

・街なみ環境整備事業の推進 

【美装化道路の年次的改良(紺屋町)、街づくり協定再締結促進】 

・城下町地区の町家等利活用促進

 【空き家利活用機運の醸成(移住定住空き家運営業務委託)700千円、登録文化財登録促進)】 

・文化芸術活動の支援 

 【ジュニア川柳大賞、川柳句木設置・更新434千円、ミュージカル3,200千円、鳥の演劇祭等】 

  ・ご当地検定「亀井さん検定」実施支援

【亀井さん検定実行委員会による「亀井さん検定」制度づくり・検定実施支援】 

③ 人の薫る地域づくりの推進 

・関係人口、交流人口の創出・拡大と移住定住促進 

 【中山間地域遊休施設活用支援事業による都市部大学生との交流(再掲)】 

・地域情報の効果的発信 

【西部３地域、道の駅気楽里、鹿野往来交流館童里夢との連携強化による積極的な情報発信】

（目標・効果） 

  ・地域資源を効果的に活用し、関係・交流人口の創出・拡大、移住定住を促進し地域力の向上を図る。 

  ・住民・住民団体と協働し地域を磨き上げることを通じて、誇りを持って住み続けることができる地 

域づくりへ繋ぐ。 

【懸案事項】 

○鹿野町総合支所の防災機能確保及び2010消防法改正対応  

 ・災害停電時等の非常用電源確保、灯油地下タンク撤去等 (目標⇒設計：Ｒ3 工事：Ｒ4～Ｒ5) 

○人口減少等を背景とした地域共生社会づくりの推進 

 ・市社協が実施する「ささえ愛マップ」の作製・更新作業を支援する。 

〇市管理防犯灯の地元自治会移管 

 〇鹿野財産区議会関係 

・民間事業者による風力発電事業への対応 

（仮称）鳥取風力発電事業への対応⇒鹿野財産区所有地にも風力発電機設置を（2基）計画 

  ・議会議員選挙 Ｒ２．８．２３執行予定
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鹿野地域

（単位：千円）

財産経営課 国土調査事業 5,522 調査地区　寺内・今市の一部

危機管理課 防火水槽整備費（新設等） 8,700
鹿野町鹿野地内ひまわり団地に防火水槽の
設置

文化交流課 文化芸術推進事業補助金 1,000 鳥の演劇祭開催費補助

地域振興課
人材誘致・定住促進対策事
業費

700 空き家運営経費

地域振興課 買い物支援事業 2,421 移動販売車による買い物支援・見守り活動

地域振興課
中山間地域・地域遊休施設
活用支援事業費

4,558
遊休施設を果樹の加工販売、体験・交流施
設に改修する費用に対する助成

協働推進課 町内集会所建設等補助金 48 修繕・改修１件

協働推進課 地区公民館改修等事業費 35,798 旧小鷲河地区公民館解体工事

長寿社会課 社会福祉施設改修事業費 25,777 鹿野町老人福祉センター屋上防水改修工事

観光・ジオ
パーク推進課

鹿野往来交流館管理運営費 18,152 鹿野往来交流館指定管理料

農政企画課
農作業受託組織体制整備事
業費補助金

2,950
農作業受託組織が使用する農業用機械等の
更新に対する支援

農政企画課 野生鳥獣被害防止事業費 5,914 進入防止柵設置に対する支援等

林務水産課 林道維持管理事業費 1,175 林道の舗装、路肩修繕、除草等維持経費

農村整備課
中山間地域等直接支払交付
金

13,782
中山間地域の耕作放棄を防止し、農業環境
の保全を行う活動に対する支援

農村整備課 多面的機能支払事業費 9,849
農地、水路等の日常管理と農村環境の向上
のための共同活動及び施設長寿命化に対す
る支援

都市企画課
道の駅「西いなば気楽里」
整備事業費

462 鳥取市協働の芝生化による業務

交通政策課 市町村有償運送事業費 14,852
気高循環バス運行委託費等経費等
（気高地域・鹿野地域）

都市環境課 公園管理費 429 河川公園等の管理費等

道路課 道路管理費 10,085 道路施設管理緊急補修他

道路課 一般道補修費 2,579 一般道路補修工事

道路課 防災・安全交付金事業費 15,000 紺屋町線舗装修繕

道路課 交通安全施設事業工事費 1,406
カーブミラー、ガードレール等の交通安全
施設修繕

令和２年度主な地域別事業一覧表

課　名 事　　　業　　　名 予算計上額 説　　　明
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鹿野地域

（単位：千円）

令和２年度主な地域別事業一覧表

課　名 事　　　業　　　名 予算計上額 説　　　明

教育総務課
大規模改造事業費（中学
校）

2,203
鹿野学園（王舎城学舎）屋内運動場の屋根
改修に係る実施設計業務

鹿野町地域振
興課

鹿野地域活性化推進事業費 540 鹿野地域活性化に要する事業経費

鹿野町地域振
興課

総合支所統括費 143 支所長経費（旅費等）

鹿野町地域振
興課

鹿野わったいな祭事業費 2,140 「鹿野わったいな祭」の開催経費

鹿野町地域振
興課

鹿野桜まつり花火大会開催
補助金

1,335
隔年開催の「鹿野祭り」にあわせ実施する
花火大会の開催経費を補助

鹿野町地域振
興課

町民音楽祭開催費 3,200
鹿野町民音楽祭「ふるさとミュージカル」
開催補助

鹿野町地域振
興課

地区公民館事業費 434 ジュニア川柳大賞事業の実施に要する経費

鹿野町地域振
興課

スポーツクラブ鹿の助委託
金

267 各種スポーツ教室開催委託料

鹿野町産業建
設課

鹿野城跡公園管理費 3,673 鹿野城跡公園の維持管理費

合　　　計 195,094
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短期 中期 長期

～H２９年度 ～R元年度 ～R５年度 成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性

〇そば、生姜及び白ネギの
生産拡大

〇道の駅との連携による販路
拡大と6次産業化を目指した
新たな加工品の開発

〇特産品の6次産業化と
安定供給

●そば生産拡大の取り組みは、平
成２９年度末５０ha目標に対し、４０
ha（▲１０ha）であった。
●生姜生産拡大の取り組みは、平
成２９年度末３ha目標に対し、１ha
（▲２ha）であった。

●鹿野そば道場におけるそばの使
用について、秋田・北海道産のそば
を使用している現状であり、鹿野産
そばの生産拡大が急がれる。
●生姜は加工品としての需要が伸
びており、生姜の生産拡大が急が
れる。

●そば栽培における従来の
交付金制度に加えて、新た
に生産性向上対策を実施し
た圃場への交付金支給を行
い栽培面積の拡大を推進し
た。
　目標面積　５０ha→３５ha
●生姜生産技術講習会を開
催し、収量増、栽培面積拡大
を推進した。
　目標面積　３ha→１ha

- - C.未達
2.改善
継続

●そば栽培の拡大
　面積２２ｈａ(目標５０ｈａ）

●生姜栽培の拡大
　面積　１ｈａ（目標　３ha）

- C.未達
2.改善
継続

鹿野町総合支所
産業建設課
（本課：農政企画課）

〇販売促進活動の推進 〇生産拡大
〇安定供給による販路拡
大

●鹿野そばの知名度には定評があ
り、新商品の開発及び各種イベント
でのＰＲにより、更なるブランド化に
取り組んできた。
●大阪ＡＴＣで開催される商談会を
通し、鹿野の生姜が注目され、今後
の需要の伸びに期待できる。
●鹿野地鶏については、随時ＰＲ等
に取り組んできたが、主力の新商
品開発までには至らなかった。

●新商品も開発され販路拡大が期
待されるが、現在鹿野産そば及び
生姜はいずれも不足している状況
であるため、今後の生産量の増加
が急がれる。
●鹿野地鶏のブランド化・販売促進
に向けた取り組みは引き続き行う。

●一心庵と共同でそば粉を
使用した菓子「ビスコッティ」
を開発した。
●従来の生姜シロップに西
地域産イチゴを加えた新た
な生姜シロップを開発した
●鹿野地どりピヨの生産体
制を見直し、新会社設立によ
るブランド化・販売促進を
図った

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●そば加工品等の開発
　０件　（単年度目標　３件）
●生姜加工品等の開発
　０件　（単年度目標　３件）

●鹿野地どりのブランド化・
販売促進支援

- C.未達
2.改善
継続

鹿野町総合支所
産業建設課
（本課：農政企画課）

〇有害鳥獣駆除体制の整備
とジビエの有効利用

〇販路開拓 〇販路拡大

●有害鳥獣駆除体制の整備とジビ
エの有効利用について、地元シシ
ボタンの会の活動によって、捕獲、
解体処理、販売に至るまでの仕組
みが定着した。

●引き続き、いなばのジビエ推進協
議会と連携し、東部地区で捕獲され
たイノシシ・シカの有効活用と、解
体処理者の技術向上を図る。

●会社等への現役就労者は、農業
従事者と比べて有害鳥獣捕獲の実
労働時間が少ない。定年退職後の
農業従事者をターゲットに狩猟者の
確保を図る。

●いなばのジビエ推進協議
会と連携して活動（解体技術
講習会、先進地視察支援
等、ジビエフェア）
・中級者向け解体処理研修
（7/14）
・初心者向け解体処理研修
（7/21）
・とっとりジビエ推進コンソー
シアム参加（8/27）
・ペペネーロイタリア館木下
シェフ等によるジビエ料理教
室（7/9ほか5回）
・とっとり肉肉カーニバル
（10/27 ） 、イイニク感謝祭
（11/24.25）等各種フェア参
加
●新規資格取得者　２名

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●解体技術講習会
鹿野町イノシシ食肉解体処
理施設にて３回実施

●狩猟者新規資格取得者
　　0人　（目標　３人）

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●「いなばのジビエ推進協議会」と
「地元シシボタンの会」との連携に
より、「鹿野町イノシシ食肉解体処
理施設」において、狩猟者を対象と
した解体技術講習会を継続的に実
施した。

●ジビエの地域ブランド化と販路拡
大のため、引き続き狩猟者の確保
と解体処理講習会等の狩猟者育成
を実施し、有害鳥獣駆除体制の整
備を推進する。
●ジビエ商品の販路開拓につい
て、主に道の駅と連携し推進する。

鹿野町総合支所
産業建設課
（本課：農政企画課）
（本課：経済・雇用戦略
課）

企業誘致

温泉資源を活用した高付加価
値農業による企業誘致（最新
技術の生産拠点による次世
代大規模園芸施設）
【農林水産業の振興】

（Ｈ３０）
○検討会の立ち上げ（県・市・
大学・地元農家・事業主体企
業・地域商社等）
○基本構想の検討
（Ｈ３１）
○実施計画の作成

（Ｈ３２）
○事業主体企業による事
業実施

（以降）
○企業誘致による成功事
例をモデルとした次企業
の参入。

●先進的農業技術（スマート
農業）普及業務
・セミナー2回
・JGAP指導員研修会2回

●大規模次世代園芸施設調
査検討業務、先進地視察等
・自然エネルギー（温泉熱）を
利用した環境保全とコスト削
減の検討

3,200

8,077

3,196

8,076

B.概ね
達成

2.改善
継続

●次世代園芸施設整備推進
事業
・地元アンケートの実施
・地元意見交換会の実施
・鹿野温泉の農業利用につ
いて温泉審議会の開催
・配湯区域変更のための一
部条例改正
・いちご試験栽培の開始

●スマート農業における人材
育成事業及び普及事業
・新規就農者、法人向け研修
会の開催
・ドローン、草刈りロボットの
実演
・水田管理システム、箱わな
システムの検証　等

31,159 40,683
B.概ね
達成

3.現状
維持

●温泉資源を活用した高付加価値
農業による企業誘致について、本
市及び参入企業と地元自治会との
間に合意形成がなされた。また、次
世代園芸施設の技術向上の取組と
して、実証ハウスによるイチゴ試験
栽培が開始された。

●令和２年度は、事業区域へ配湯
するのための温泉施設の整備を実
施する。
●参入企業は年次的に栽培規模の
拡大を行う予定。

鹿野町総合支所
産業建設課
（本課：企業立地・支援
課）
（本課：農政企画課）

鹿野町民音楽祭や鳥の演劇
祭などの継続開催

【文化芸術の振興】

〇開催支援の継続 〇開催支援の継続 〇開催支援の継続

●鹿野町民音楽祭は31回、鳥の演
劇祭は10回と創意工夫を重ねなが
ら、継続開催されてきた。この間、
芸術文化の振興はもとより、地域を
支える人財育成、学校教育、県内
外、国内外への情報発信、鳥取市
の知名度アップに貢献した。

●課題：運営に係る自己財源の確
保
●方向性：引き続き継続開催に向
けた支援を行う。

●鹿野町民音楽祭事業補助
金
第32回鹿野ふるさとミュージ
カル上演
「鹿野にはかっぱやまどりくも
の糸！」
・日時　平成30年6月10日
　　　　　午後2時～
・場所　鳥取市民会館
・観客数　536人
●「鳥の演劇祭１１」開催支
援
・平成30年9月6日～23日
・観客数4,852人

3,650 5,338 A.達成
3.現状
維持

●鹿野町民音楽祭事業補助
金
第33回鹿野ふるさとミュージ
カル上演
「踊り見の城～もう一つの因
幡攻防戦～」
・日時　令和元年８月１１日
　　　　 午後２時～
・場所　鳥取市民会館
・観客数　539人
●「鳥の演劇祭12」｢BeSeTo
演劇祭」開催支援
・令和元年10月24日～11月
17日

4,350 4,350 A.達成
3.現状
維持

●鹿野町民音楽祭は33回、鳥の演
劇祭は12回と創意工夫を重ねなが
ら、継続開催されてきた。この間、
芸術文化の振興はもとより、地域を
支える人財育成、学校教育、県内
外、国内外への情報発信、鳥取市
の知名度アップに貢献した。

●課題：運営に係る自己財源の確
保
●方向性：引き続き継続開催に向
けた支援を行う。

鹿野町総合支所
地域振興課

アーティスト・イン・レジデンス
の推進

【文化芸術の振興】

〇制作場所や展示場所の確
保と情報発信

〇制作場所や展示場所の提
供と人材確保

〇身近に文化を感じること
ができる環境作り

●NPO法人鳥の劇場への活動支
援として、公演会場などに公共施設
を提供した。また、旧鹿野小学校体
育館の耐震化・劇場化改修を実施
し、恒久的な活動拠点整備を実施
した。
●アーティスト1名が移住し、鹿野
地区コミュニティ施設をアトリエとし
て創作活動を開始した。

●課題：活動施設の中には、老朽
化が顕著なものがある。
●方向性：芸術文化の振興、交流
人口拡大、アーティストの定住を目
的として、関係団体と協議しながら
推進していく。

●NPO法人鳥の劇場への活
動支援
・公演会場提供
　鹿野町総合支所
　鹿野往来交流館童里夢
・制作場所提供
　旧鹿野幼稚園
　旧鹿野小学校体育館
　鹿野地区コミュニティ施設
　勝谷地区コミュニティ施設

-
B.概ね
達成

2.改善
継続

●NPO法人鳥の劇場への活
動支援
活動拠点の提供・広報支援
●鹿野芸術祭への支援
活動拠点の提供・広報支援
・関係人口創出拡大事業と
連携して支援

-
B.概ね
達成

2.改善
継続

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
として、公演会場などに公共施設を
提供した。また、関係人口創出拡大
事業と連携した活動支援を行った。
●鹿野町に移住してきたアーティス
トが中心となり開催した鹿野芸術祭
に対して、関係人口創出事業と連
携し、支援を行った。

●課題：活動施設の中には、老朽
化が顕著なものがある。
●方向性：芸術文化の振興、交流
人口拡大、アーティストの定住を目
的として、関係団体と協議しながら
推進していく。

鹿野町総合支所
地域振興課
（本課：文化交流課）

亀井踊りの継承
【文化芸術の振興】

〇小中学校と連携した取り
組みの検討

〇鹿野学園、亀井踊り保存会
と連携した後継者の育成

〇鹿野学園、亀井踊り保
存会と連携した後継者の
育成

●亀井踊り保存会が、いんしゅう鹿
野盆踊りにおいて、亀井踊りを披露
した。

●鹿野学園の独自教科「表鷲科」
のカリキュラムとして亀井太鼓が採
用された。亀井踊り保存会が指導
にあたる。亀井太鼓に取り組む生
徒を中心に亀井踊りの認知度を高
め、後継者育成へとつなげる。

●義務教育学校鹿野学園の
6年生、7年生が、選択制によ
り亀井太鼓を学習する。亀井
太鼓に取り組む鹿野学園の
生徒を中心に亀井踊りの認
知度を高め、後継者育成へ
とつなげる。

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●亀井踊り保存会の活動支
援及び学校教育と連携した
継承活動
・義務教育学校鹿野学園の8
年生が、選択制により亀井
太鼓を学習。亀井太鼓に取
り組む鹿野学園の生徒を中
心に亀井踊りの認知度を高
め、後継者育成へとつなげ
る。

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●鹿野学園の独自教科「表鷲科」
のカリキュラムとして亀井太鼓が採
用され、亀井踊り保存会が指導に
あたり、文化継承に努めた。

●学校教育と連携した継承活動を
引き続き支援し、文化継承・後継者
育成へとつなげる。

鹿野町総合支所
地域振興課・教育委員
会鹿野町分室

菅笠等の伝統継承

【雇用の創造・人材の確保】
〇新商品開発と後継者育成

〇販路拡大、情報発信及び
後継者確保

〇製品の安定供給と販売
量の増加

●鹿野中学校2年生が総合学習で
取り組んでいる「菅笠製作」の指導
を「鹿野すげ笠を守る会」は年間10
回以上、行っている。この活動によ
り、生徒たちは「鹿野菅笠」に対す
る愛着を深めており、長期的に後
継者育成に繋がるものと期待され
る。また、大阪市東成区の深江細
工保存会との交流は、10年が経過
し絆を深めつつ伝統継承の気運を
高めてきた。

●菅笠をとおした地域館交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工
保存会（大阪市東成区）との交流支
援及び後継者の育成。
●菅笠をとおした地域館交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工
保存会（大阪市東成区）との交流支
援及び後継者の育成。また、会員
の高齢化が進んでいるため、若い
世代の取り込みと鹿野菅笠のニー
ズを新しい感覚でとらえた次世代へ
の伝統継承を図る。

●菅笠をとおした地域間交
流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江
菅細工保存会（大阪市東成
区）との交流を実施、深江菅
細工保存会が来町し意見交
換。
●鹿野学園において「表鷲
科」で指導。

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●菅笠をとおした地域間交
流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江
菅細工保存会（大阪市東成
区）との交流は未実施となっ
た。

●鹿野学園において「表鷲
科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）
支援

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●大阪市東成区の深江細工保存
会との交流は、10年が経過し絆を
深めつつ伝統継承の気運を高めて
きたが、令和元年は未実施となっ
た。
●鹿野学園の「表鷲科」で取り組ん
でいる「菅笠製作」の指導を「鹿野
すげ笠を守る会」が年間通して行っ
ており、生徒たちは「鹿野菅笠」に
対する愛着を深めており、長期的に
後継者育成に繋がるものと期待さ
れる。

会員の高齢化が進んでいるため、
若い世代の取り込みと鹿野菅笠の
ニーズを新しい感覚でとらえた次世
代への伝統継承を図る。

鹿野町総合支所
地域振興課
（本課：経済・雇用戦略
課）

鹿野町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間

備考
担当課

（支所・本課）

短期（～H２９年度）における総括 H３０年度

●そば栽培及び生姜栽培につい
て、いずれも目標栽培面積に達成
されず、短期目標である生産拡大

に至っていない。

●生産拡大の取り組みを引き続き
推進しつつ、新たな加工品の開発と
道の駅との連携による販路拡大に
ついて平行して取り組む。

●鹿野地どりのブランド化・販売促
進については、引き続き新会社と連
携をとりつつ支援を強化する。

①地場産業の振興

農畜産物の振興

地域ブランドの確立と生産量
確保及び販路拡大

【農林水産業の振興】

②文化・芸術の推進

文化芸術活動の支援、伝統工芸や
文化の継承、及び若いアーティスト
が活動できる環境整備を行う。

中期（～R元年度）における総括R元年度

1

8
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短期 中期 長期

～H２９年度 ～R元年度 ～R５年度 成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業の
方向性

成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性

鹿野町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間

備考
担当課

（支所・本課）

短期（～H２９年度）における総括 H３０年度 中期（～R元年度）における総括R元年度

●鹿野城跡公園の魅力アッ
プと情報発信の強化
・桜の開花状況、桜ライトアッ
プ掲載（3月下旬～4月中旬）
・桜祭りにおける屋台村開設

●道の駅との連携による観
光客誘致
・西いなばエリアの観光パン
フレットが作成、設置（1,000
枚）された。

●果樹の里山協議会による
観光農園の整備にあわせた
着地型観光の推進。
・交流拠点施設として生活改
善センターを無償貸付
・農園周辺の農道補修のた
め、原材料支給制度を活用
（コンクリート10 ）

- - A.達成
2.改善
継続

●桜シーズンにおける鹿野城跡公
園の魅力アップとして飲食ブース
（屋台村）の定着を図った。
●情報発信では道の駅と連携し、
ポスターチラシ、窓口案内によるお
客様誘導を行った。
●河内果樹の里山協議会の交流
拠点として、河内生活改善センター
の利活用を図った。

●鹿野桜祭りのボンボリ・ライトアッ
プ、花火大会、飲食ブースの運営に
ついて体制強化する。また多くの観
光客を受け入れることによる交通渋
滞への対策、人気スポットの過密状
態の解消など、課題解決に向けた
取り組みを行う。

●道の駅との連携では、引き続き
観光客誘致の取り組みを行う。
●観光農園、交流拠点施設を活か
した体験交流の推進を行うととも
に、観光商品としての造り込みを支
援する。

鹿野町総合支所
産業建設課
（本課：観光・ジオパー
ク推進課）

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市（4/21）
・ふるさとミュージカル（8/11）
・蓮ウォーク（7/15）
・わったいな祭り(10/26-27)

●西日本最大級の蓮の里整
備
・植付・施肥・草刈り（9回）

- -
B.概ね
達成

2.改善
継続

●３３回続く町民ミュージカルは毎
回、スタッフ１００人以上、入場者５０
０人以上を動員している。
●コスモス畑及び「西日本最大級
のハスの里」整備による魅力ある景
観形成を住民との協働作業により
実施した。
●わったいな祭は主会場を河川公
園に集約してイベントを実施、トレー
ニングセンター・街なみ会場・鳥の
劇場・小鷲河地区コミュニティ施設
の5会場で開催し、複合イベントとし
て盛況である。

●ミュージカルは、多世代間交流の
促進や文化芸術の振興及び地域を
支える人材育成への貢献を勘案す
れば、支援は引き続き必要である。
●引き続き、住民との協働作業によ
り「西日本最大級のハスの里」・花
ショウブ畑を整備するとともに情報
発信し、交流人口の増加・地域経済
の活性化を図る。
●わったいな祭は、集客力を高める
ため関係諸団体と創意工夫を重ね
つつ、継続開催する。

鹿野町総合支所
地域振興課

宿泊拠点施設の整備
【滞在型観光の推進】

〇国民宿舎「山紫苑」の整備
方針の決定

〇方針に基づく施設整備 ○引き続き検討の推進
本館の耐震工事及び、体制整備に
ついて進捗は見られなかった。

国民宿舎「山紫苑」のあり方に関す
る検討会の推進。

国民宿舎「山紫苑」のあり方
に関する検討会の推進。

- - C.未達
3.現状
維持

国民宿舎「山紫苑」のあり方
に関する検討会の推進。

- - C.未達
2.改善
継続

●本館の耐震工事及び、体制整備
について具体的は進捗は見られな
い。

●国民宿舎「山紫苑」のあり方に関
する検討会の推進。

鹿野町総合支所
産業建設課
（本課：観光・ジオパー
ク推進課）

空き家の有効利用

【ふるさと・いなか回帰の促
進】

〇賃貸借対象の空き家改修
制度の調査・研究

〇空き家の確保と定住促進
〇空き家の確保と定住促
進

移住定住空き家運営業務委託によ
り、4年間の移住定住者は、３２家
族５９人であった。

鹿野地域への移住希望者はあるも
のの、空き家が不足しているため、
NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり
協議会と連携し、集落自治会の協
力を得ながら空き家の確保に努
め、さらなる移住・定住の促進を図
る。

●移住定住空き家運営業務
委託（NPO法人いんしゅう鹿
野まちづくり協議会）
・空き家所有者との協議：7件
・空き家片づけ：3件
・移住相談：30件
・移住者数：6家族17名

700 700
B.概ね
達成

3.現状
維持

●移住定住空き家運営業務
委託（NPO法人いんしゅう鹿
野まちづくり協議会）
・空き家所有者との協議：6件
・空き家所有の売買相談：5
件
・空き家片づけ：3件
・移住相談：46件
・移住者数：5組12名

700 700
B.概ね
達成

3.現状
維持

移住定住空き家運営業務委託によ
り、2年間の移住定住者は、11家族
29人であった。

鹿野地域への移住希望者はあるも
のの、空き家が不足しているため、
NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり
協議会と連携し、集落自治会の協
力を得ながら空き家の確保に努
め、さらなる移住・定住の促進を図
る。

鹿野町総合支所
地域振興課
（本課：地域振興局地域
振興課）

企業誘致による若者の移住
定住者の増加

【工業の振興】

〇企業誘致
〇企業誘致と情報環境整備
の検討

〇企業誘致

平成27年8月20日付けで西部地域
の地域振興会議の総意として鳥取
市に提出された「鳥取市西部地域
への企業誘致」に関する意見書を
受け、平成28年度から企業誘に向
けた工業団地の候補地について検
討を開始した。

引き続き、西地域工業団地の整備
等に向けて検討する。

鳥取西道路の開通を見通し
た西地域工業団地の整備等
に向けた検討。

- - C.未達
3.現状
維持

鳥取西道路開通の効果によ
る西地域工業団地の整備等
に向けた検討。

- C.未達
2.改善
継続

具体的な検討は進んでいない。

鳥取市全体とすれば、河原町山手・
布袋工業団地の状況をみながら検
討を進めることとなる。
第２次産業としての工場誘致に限ら
ず、第１次産業への企業参入・誘致
も検討する必要がある。

鹿野町総合支所
地域振興課
(本課：企業立地・支援
課)

公共交通空白地の解消

【公共交通の確保】

〇オンデマンド交通の運行
事業検討

〇オンデマンド交通など利便
性の高い公共交通システム
を検討

〇オンデマンド交通など利
便性の高い公共交通シス
テムを検討

気高循環バス「宝木河内線」の鹿
野・河内間において、一部、オンデ
マンド運行を開始した。また、平成２
９年４月から法楽寺、二ツ家、鬼入
道方面への気高循環バス運行を開
始した。

オンデマンド交通など利便性の高
い公共交通システムを検討。

各地区まちづくり協議会等と
連携し地域の実情に即した
オンデマンド交通など利便性
の高い公共交通システムを
検討。

- C.未達
2.改善
継続

各地区まちづくり協議会等と
連携し地域の実情に即した
オンデマンド交通など利便性
の高い公共交通システムを
検討。

-
B.概ね
達成

2.改善
継続

●運転手不足により気高循環バス
の運行が危ぶまれていたが、地元
運送会社が受託した。

●高齢者・学生等の地域ニーズを
把握し、現行ダイヤの改善や、公共
交通空白地有償運送等の検討を進
める。

鹿野町総合支所
産業建設課
(本課：交通政策課)

⑤教育環境の充実

地域ぐるみで鹿野学園の教育活動
を支援し、高い志を持ちふるさと愛に
あふれる子どもを育むとともに魅力
ある地域づくりを進める。

【教育の充実・郷土愛の醸成】
〇方針決定を受け、地域と
一体となった教育環境の整
備方法を検討

〇しかの学校応援団をはじめ
地域が鹿野学園の児童生徒
と関わりを深め人材育成と魅
力ある地域づくりを進める

〇しかの学校応援団をは
じめ地域が鹿野学園の児
童生徒と関わりを深め人
材育成と魅力ある地域づ
くりを進める

約5年間にわたり、学校、保護者、
地域住民が真剣に協議を重ね
H30.4月、義務教育学校鹿野学園
の開校に向けて準備を整えた。

しかの学校応援団の活動を支援を
しつつ学校運営協議会と連携しな
がら、地域ぐるみで子どもたちを育
む気風・環境を整える。

●しかの学校応援団活動支
援　　　　　・環境整備活動等
実施

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

しかの学校応援団の活動を
支援をしつつ学校運営協議
会と連携しながら、地域ぐる
みで子どもたちを育む気風・
環境を整える。

－ A.達成
3.現状
維持

結成以来、鹿野学園の学習・環境・
生活支援を年間通じて行っており、
令和元年度は学校行事への参加を
含め２４事業を行った。

引き続き、しかの学校応援団の活
動を支援をしつつ学校運営協議会
と連携しながら、地域ぐるみで子ど
もたちを育む気風・環境を整える。

鹿野町総合支所
教育委員会鹿野町分室
（本課：教育総務課校区
審議室）

〇西いなば地域振興協議会
との連携による情報発信

〇海外観光客向け観光メ
ニューの継続した開発

〇体験メニューの拡充

●鹿野城跡公園では、桜ライトアッ
プによる夜桜が話題となり多くの観
光客が訪れるようになった。

●観光ツアーは、主力の城下町ガ
イド、昼食の菅笠御前に鳥の劇場
の観光客受け入れによって商品化

することができた。

●各観光商品の磨き上げ。
●観光ツアー商品の造成、エージェ
ントに対するツアー受け入れ態勢

の整備。

●鹿野城跡公園の魅力アッ
プと情報発信の強化
・桜の開花状況、桜ライトアッ
プHP掲載（3月下旬-4月中
旬）
・桜祭りにおける屋台村開設
および城跡ボート体験の実
施（3月下旬-4月中旬）

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市(4/29)
・ふるさとミュージカル(6/10)
・蓮ウォーク（7/16）
・わったいな祭り(9/22-23)

●西日本最大級の蓮の里整
備
・植付・施肥・草刈（5～7月5
回）

●果樹の里山協議会による
観光農園の整備にあわせた
着地型観光の推進。
・鹿野町暮らし体験（3/22～
24）

- -
B.概ね
達成

2.改善
継続

④移住・定住の促進

鹿野地域への移住・定住を促進し地
域の活力を維持するため、空き家の
確保・有効活用、及び企業誘致を図
る。

③交流人口の増加

まちづくり活動組織との情報の共有
を図り、効果的な情報発信や連携し
た取組によって、人が訪れる魅力あ
るまちを創出するとともに、国内観光
客の誘客と併せ、日本文化体験の
受入体制を整備し、海外観光客の誘

客に取り組む。

○新たな魅力創出による観光
客の誘致

○着地型観光、滞在型観光
の推進

【滞在型観光の推進】

〇観光客の受け入れ体制の
整備及び日本文化体験メ
ニューの創出などによる海
外観光客誘致の検討

2
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